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V・ウルフの『波』について
向井千代子
　1931年に刊行された『波』（丁舵Wα泥s）は，ヴァージニア・ウルフ（Virglni＆Woolf）の
代表作で，最も実験的で，最もV・ウルフ的な作品である。読者に親しまれるという点で
は『灯台へ』（To　Tんe　Lぎ8励o％sε，1927）の方が上かもしれないが，彼女のヴィジョンを
最も正当に表わせる形式はやはりこれであった。何故なら，『船出』（丁肋Voγ卿e　O螂，
1915）のテレンス（Terence）の「人は他人がどう感じているかわからない。我々は皆，闇
の中にいるのだ司　（注1）や，『ジェイコブの部屋』（」αc・δ’s　Roo彿，1922）の「我々は他
人の実体を把み得ない」（注2）という感慨から始まって，V・ウルフの興味は我々の実
体一多分「魂」一を描くことへと向っており，この実体が姿を現わすのは，我々の孤
独の中においてである。V・ウルフの作品にいわゆる「劇」がないといわれるのも，彼女
が通常コミュニケィションといわれているものを，我々の実体の外被，即ちいわゆる「自
我」（ego）同志の解れ合いに過ぎないと感じたからであろう。いわゆる「劇」を否定する，
即ちそこに自分の求めるものを見ないV・ウルフにとって，真のコミュニケィションは「魂」
が自我の殻を捨てた時，即ち自我の存在を忘れた時に訪れる。「自」と「他」の区別を失っ
て，周囲のものとの一体感を感じ，自分の内に凡てが含まれているのやら，万物の内に自
分が含まれているのやらわからなくなる，そういう瞬間にこそ真のコミュニケィションが
成立する。この様な境地，この様な自己のあり方は，『ダロウェイ夫人』（M帽．Dα〃僻卿，
1925）や『灯台へ』にも出て来るが，『波』では独白形式で語られるために，この魂の融合
の瞬間に置かれるポイントも強まってきている。
　『波』は，波と海辺の風景の一日の変化の描写と，六人の人物（男三人，女三人）の一生
涯における内的独自から成る。イタリック体で書かれた海浜描写と，内的独白が交互に九
回繰り返され，一日における各時間と一生における各時問とが対応して描かれ，最後に「波
は岸に砕けた司　（注3）という意味深い言葉の高まりで終る。
（1）“And　then　one　never　knows　what　any　one　feels．We’re　all　in　the　dark．”p264，
　THE　VOYAGE　OUT．
（2）　It　seems　that　a　profound，impartial，and　absolutely　lust　opmlon　of　our　feHow－
　creatures　is　utterly　unknown＿。In　any　case　hfe　is　but　a　procession　of　shadows
　．．’p70，JACOBラS　ROOM．
（3〉p211，THE　WAVES．
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　まず人物から見ていくと，この作品には七人の中心人物が登場する。うち六人は，バー
ナード（Bernard），ネヴィル（Neville），ルイス（Louis），スーザン（Susan），ジニィ（Jinny），
ローダ（Rhoda）で，それぞれが独白の主である。七人目はパーシヴァル（Percival）で，彼
は『ジェイコブの部屋』のジェイコブの様に，六人の人物に愛され称賛されながら，イン
ドで二十五才で突然の死をとげる失なわれた太陽的存在である。彼は自ら語ることなく，
いっも六人の人物の独白を通して語られる。これはジェイコブの場合と同じ様に，V・ウ
ルフの敬愛した兄，トビィ（Juhan　Thoby　Stephen）のフィクション化であるに違いない。
（注4）しかし，この作品の中心をなすのはあくまでも六人の人物の独白であって，パーシ
ヴァルは彼らに「愛」と「死」の観念を与える存在である。
　六人の人物のうち，バーナードは小説家，フレーズ・メーカー（phrase－maker）の天分
をそなえ，「たるんだ電線」（a　dangling　wire）の様に大ざっぱでだらしがないが，愛情に
富み，好奇心も旺盛，人々を喜ばせたいという欲求が旺盛である。ネヴィルは詩人，学者の
魂を持ち，鋭敏，多感で，虚弱。秩序を愛する。ルイスは自分のオーストラリア詑りとブ
リスベーンの銀行家である父に引け目を感じる。自意識が強く辛辣である。彼は自分が歴
史的存在であるということを常に意識している。スーザンは大地の女神の様に多産で愛憎
が深く，たくましく生きる。ジニィは軽やかな蝶の様に，社交にあけくれ，変化の多い肉
感的生活を好む。ローダはその反対で，孤独のうちに世界のいや果ての地や，女王になっ
た自分を夢見，現実の生活を，他人を恐れおののきながら生きる。そして遂にはV・ウル
フ自身と同じ様に投身自殺をして果てる。
　この作品がまだ『蛾』（Tんe　Mo彦んs）という仮題を与えられていた頃の，1929年5月28日
（火）の日記には次のようにある。
　I　amnot　trying　to　tell　a　story．Yet　perhaps　it　might　be　done　in　that　way。A　mind
thinking．They　might　be　islands　of　light　　islands　in　the　stream　that　I　am　trylng　to
convey　l　hfe　itself　going　on。The　current　of　the　moths　flying　strongly　this　way．A
lamp　and　a　flower　pot　in　the　centre．The　flower　can　always　be　changing。But　there
must　be　more　un量ty　between　each　scene　t鼓an　I　can　find　at　present。Autobiography　it
might　be　caHed．
　（私は物語を語ろうとしているのではない。が多分，そういう方法で書かれるだろう。思
考している心。それらは光の島々になるだろう。　　私の伝えようとしている流れの中に
ある島々。人生そのものの進行。こちらに向って力強く飛んで来る蛾たちの流れ。中心に
（4）p169，A　WRITER’S　DIARY．
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は一つのランプと植木鉢。花は常に変化出来る。だが，私が今思っている以上の結合がそ
れぞれの場面の問になくてはならぬ。自伝と呼べるかも知れない。）　（注5）
　「自伝」一確かに『波』は六人の人物を合わせて一っとなった人生の「自伝」という
べきものかも知れない。人生の流れの中の数々の瞬間に表明された彼らの心のひらめき一
一「光の島々」　　によって作られた「自伝」である。しかもこの六人の人物は見方を変
えれば一人の人物の「自己」の各層を代表している一例えばバーナード，ジニィは社会
的自我を，スーザンは本能的自我を，ネヴィル，ルイスは知的自我を，ローダは内奥の感
性的自我をといった風に一とも考えられるので，V・ウルフの「自伝」という発言は重
要な意昧を持っていると思う。
　次に彼らの人生の流れを一渡り眺めてみよう。便宜上九つのイタリック体で書かれたイ
ンタールード（interlude）と呼ばれる部分に続く独白部分を，第一章，第二章……と呼ぶ
ことにすれば，まず第一章は海辺の家で過した子供時代の経験である。この経験は一日を
成している。まず目を覚して，「輪が見える」　「音が聞える」といつた知覚をし始め，次
に庭に出て建物を見たり台所を覗いたり蝶を追いかけたりする。スーザンはジニィがルイ
スにキスしているのを見て嫉妬し，一人森の中へ入ってゆく。それを見たバーナードがス
ーザンを慰めようと後をっいてゆく。バーナードはスーザンを森の中に案内し，見っけた
見知らぬ家をエルヴドン（ElvedOn）と名付けて子供らしい夢に浸る。ローダはたらいに花
弁を浮かして艦隊に見たて，荒海を渡る艦隊の指揮官である自分を想像する。しかし授業
でローダは数学が出来ず，一人残される。ルイスは自分のオーストラリア誰りに対する劣
等感のため，出来ても発表しない。ネヴィルはリンゴの木の下で喉を切られて死んだ男の
話を前の晩に漏れ聞いて，それを「リンゴ樹間の死」（death　among　the　apple　trees）と
名付ける。これは詩人的素質の芽生えである。やがて夜になり風呂に入った時，バーナー
ドはスポンジから絞られた湯が背中を流れると，感動の矢に射抜かれる。寝床の中でロー
ダは自分が寝台の下深く沈み，どろどろに溶けてしまうかの様な恐怖に襲われる。こうし
た子供時代の自意識の芽生えを意昧する経験は原体験となって，彼らの後の一生を通じて，
幾っかの成句の形でしばしば繰り返される。
　第二章では，男子はパブリック・スタール時代，女子は厳格で陰うつな女学院時代を送
る。ここでルイスの歴史と伝統を愛する傾向，ネヴィルの秩序を愛する傾向，美青年を愛
する傾向，バーナードの「ストーリィ・テラー」（story－teHer），「フレーズ・メーカー」
の傾向が明確になってくる。この時代にパーシヴァルが登場する。彼は美青年でスポーツ
（5）　p142・p143，Ibd．
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マンで皆の英雄的存在である。女学院で，牧師の娘であるスーザンは故郷の田園を懐かしみ，
ジニィは社交会にデヴューする日を待ち望み，ローダは自分には顔がないのだと言って嘆く。
　第三章では，ネヴィル，バーナード，パーシヴァルはケンブリッジ大学で学生生活を送
り，ルイスは父の破産のため，事務所勤めのかたわら本を読み，ジニィとローダはロンド
ンの社交会にデヴューし，スーザンは父の牧師館で田園生活をする。
　第四章は，ケンブリッジを卒業してインドに行くパーシヴァルを送る送別会。この時，
パーシヴァルを囲む六人のパーシヴァルヘの愛によって，完全なる七人の精神の融合の瞬
問が実現する。
　“But　here　and　now　we　are　together，“sald　Bern＆rd。“We　have　come　together，at
particular　time，to　this　particular　spot．We　are　drawn　into　this　communionby　some
deep，some　common　emotion．Shall　we　call　it，co　nvenient董y，‘love’？　Shall　we　say
’10ve　of　Percivar　because　Perc量val　is　going　to　India？
　“No，that　is　too　small，too　particular　a　name．We　cannot　attach　the　width　and
spread　of　our　feelings　to　so　small　a　mark。We　have　come　together＿。．to　make　one
thing，not　enduring一｛or　what　endures？　　　but　seen　by　many，eyes　simultaneous．
ly．Thereisaredcarnationinthatvase。Aslnglefloweraswesatherewaiting，
but　now　a　seven－sided　f孟ower，many・petalled，red，puce，purple・shaded，stiff　with
silver・tinted　leaves　　　a　whole　flower　to　which　every　eye　brings　its　own　contribu・
tion。”
　「だが今ここに僕達は集っている」とバーナードが言った。「僕達は特にこの時刻に，こ
の場所に集ってきたのだ。ある深い，共通の感情によって，僕達はこの親交に引き入れら
れる。それを便宣上『愛』と呼ぼうか。それとも，パーシヴァルがインドヘ行こうとして
いるのだから，『パーシヴァルヘの愛』と呼んでみようか。
　「いや，それでは余りにも小さすぎ，余りにも特殊すぎる呼び名だ。僕達の感情のこの幅
と広がりを，そんな小さな点に結びつけることはできない。僕達は集ってきたのだ……一
つのものを作るために。永続はしないが　　永続するものなんてあるだろうカー同時に
多くの眼によって眺められるものを作るため。あの花瓶には赤いカーネーションが生けて
ある。僕達がここで待ちながら坐っていた時は単一の花にすぎなかったのに，今では七っ
の面をそなえ，多くの花びらをつけ，赤や焦げ茶や紫色の蔭をっけて，銀色の葉をぴんと
張った花　　各々の眼が各々の寄進を献げる全一の花になっている司　（注6）
（6）p90－p91，THE　WAVES．
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　共通の感情で結ばれた彼らの内的独白は，この時，内的対話になる。「七つの面をそなえ
た花」は彼らの「霊的交わり」（communion）の表象である。これは又，「環」（ring）や
「球体」（globe）のイメージを使って表わされている。今暫く彼らの声に耳傾けてみよう。
　“Now　once　more，”said　Louis，”as　we　are　about　to　part，having　pa1d　our　bm，the
circle　in　our　blood，broken　so　o∫ten，so　sharply，for　we　are　so　different，closes　in
a　ring．Something　is　made＿．．．”
　“Let　us　hold　it　for　one　moment，”said　Jinny；“love，hatre（1，by　whatever　name　we
calht，this　globe　whose　walls　are　made　of　Percival，of　youth　and　beauty，and　some－
thing　so　deep　sunk　wfthin　us　that　we　shall　perhaps　never　make　this　moment　out　of
Onem＆n＆gain．”
　（「多ら今一度」とルイスは言った。「勘定を払って別れようとしている今，僕達が実に相
違しているために，実にしばしば急に破れてしまう僕達の血液の中にある輪が，結び合っ
て一個の環を作る。何物かが作られたのだ……」
　「それを暫しの間，把まえていましょう」とジニィが言った。「愛，憎しみ，どんな名前
で呼ぼうとも，パーシヴァルと青春と美がその壁を作っている，この球体を。私達の内面
深く沈んでいて，二度と再び一人の男からこうした瞬間を作り上げることはできまいと思
われる何物かを」　（注7）
　その「球体」の中には「この世の向う側にある森や遙かな国々」（‘forests　and　far　coun・
tries　on　the　other　side　of　the　world’）があるとローダは言う。「幸福がこめられている」
（‘HapPiness　is　in　lt’）とネヴィル。「週日がこめられているの」（‘Week・days　are　in　it’）
とスーザン。最後に「来るべきものがこめられているのだ」（‘What　is　to　come　is　in　if）と
バーナードが言って総括する。つまり彼らの作ったもの は，瞬間的なものではあるが「天
上界の水銀」lsupernal　quicksilver）のようなものであり，これによって自分達が奴隷
ではなくて，「創造者」（creators）であることを証明したのだ，と言う。太陽はまさに中
天にある。彼らは，もはや混沌ではなくして，「自力で征服できる世界」（‘aworldthatour
force　can　subjugate’）となった未来へ向って，最初の意識的な第一歩を力強く踏み出す。
　第五章は，パーシヴァルがインドで落馬して死んだという知らせを受けたネヴィル，バ
ーナード，ローダの反応。バーナードは息子の誕生の知らせと友の死の知らせを同時に受
ける。皆にとって，これは光が消え失せたようなショックであった。
（7）　p104，Ibd．
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　第六章はその後のルイス，スーザン，ジニィ，ネヴィルの生活。ルイスとローダは恋仲
にある。スーザンは母親となり，ジニィは相変らず社交に生き甲斐を見出している。ネヴィ
ルは美青年を愛している。
　第七章はほとんど中年に達した六人の生活。バーナードは小説家として，ネヴィルは学
者として，ルイスは実業家として成功している。しかしルイスはローダと別れており，事
務所から屋根裏部屋の自分の部屋に帰ると，相変らず詩の本を読まずにはいられない。
　第八童は全くの中年における六人のハンプトン離宮での再会。融合の瞬間は実に短かかっ
た。わずかに，かっての恋人同志であるルイスとローダの無言の内に交わす会話が完全な
姿を示すのみ。この融合の瞬間に彼らが見たものは，彼らの過ぎ去った全人生であった。
これに対して，第四章で彼らが見た「球体」には過去のみならず未来も含まれていたのだ
が。
　“The　still　mood，the　disembodied　mood　is　on　us，”said　Rhodaン“and　we　enjoy　th量s
momentary　allev三ation（it　is　not　often　that　one　has　no　anxiety）when　the　walls　of　the
mind　become　transparent＿。．”
　“The　flower，‘’said　Bernard，“the　re（l　carnation　that　stood　in　the　vase　on　the
table　of　the　restaurant　when　we　dined　together　with　Percival，is　become　six－sided
flower　l　m＆de　of　six　hves．”
　“A　mysterious　illumination，”said　Louis，“visib豆e　against　those　yew　trees。”
　“Built　up　wlth　much　pain，many　strokes，”sald　Jinny．
　“Marriage，death，travel，friendship，”said　Bernardl“town　and　countrylchil－
dren　and　all　that；a　many－sided　substance　cut　out　of　this　dark　l　a　many・faceted　f豆ow・
er．Let　us　hold　what　we　have　made。Let　it　blaze　against　the　yew　trees．One　hfe。
There．It　is　over．　Gone　out．”
　（「静寂感，魂が肉体から離脱した様な気分に襲われる」とローダが言った。「そして私達
はこの束の問の慰籍を楽しむ　　何の不安も感じない時なんてめったにあるものじゃない
わ　　心の壁が透明になっているのだわ……」
　「花が」とバーナードが言った。「パーシヴァルと一緒に食事をした時，レストランのテ
ーブルの上の花瓶に生けられていた，あの赤いカーネーションが六面を持った花になった。
六っの生から作られたのだ。」
　「不思議な光荘捌とルイスが言った。「いちいの木立を背景にして見えている司
　「多くの苦痛と多くの打撃から創りあげられたのだ」とジニィが言った。
　「結婚，死，旅行，友1青」とバーナードは言った。「町や村，子供達とか何やかや。この
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闇の中から切り出された多面体。多くの刻面をそなえた花。暫し歩みをとどめて，僕達の
創り上げたものを見ようではないか。いちいの木立を背景として，それを燃えたたせよう
ではないか。一つの生を。そら，そこに。もう終りだ。消えてしまった司）（注8）
　やがて，スーザンとバーナード，ネヴィルとジニィは木立の中に消えてゆく。が，ロー
ダと共に残されたルイスは一種の啓示の瞬間を持つ。
　’‘All　seems　alive，”said　Louis。“I　cannot　hear　death　anywhere　tonight＿All　the
crudlty，oddsandends，thisandthat，havebeencrushedhkeglasssplintersint・
the　blue，the　red－fringed　tide，which，drawing　into　the　shore，fertile　with　innumer－
able　fis｝1，breaks　at　our　feet．”＿。．
　“．＿But　now　look，as　we　stand　here，a　ripple　breaks　on　the　horizon。The　net　is
raised　higher　an｛l　higher．It　comes　to　the　top　of　the　wateL　The　water　is　broken　by
silver，by　quiver藍ng霊ittle｛ish．Now　leaping，now　lash玉ng，they　are　laid　on　shore。
Life　tumbles　its　catch　upon　the　grass．There　are　figures　c　oming　towards　us．　Are
they　men　or　are　they　women？　They　still　wear　the　ambiguous　draperies　of　the　flow－
ing　tide　in　which　they　have　been　immersed．”
　（「凡てが生き生きとしてみえる」とルイスは言った。「今夜は何処にも死を聞くことが出
来ぬ。……凡ての爽雑物，あれやこれやのがらくたは，皆ガラスの破片の様に，青くて，
赤く縁どられた潮の流れに呑みこまれ，この無数の魚で一杯の流れは岸に近付くと，僕ら
の足もとに砕けるのだ司……
　卜一・だが，そらごらん，僕らがここに仔んでいると，水平線の上にさざ波が砕ける。網
が高く高く引き上げられる。それは水面まで上ってくる。水は銀色のうち震える小魚のた
めに砕ける。跳ねたり，あばれたりして，魚は今陸上げされる。生はその獲物を草の上に
転がす。僕達の方へやってくる人影がある。男だろうか，女だろうか。彼らはまだ，さっ
きまで浸っていた潮の流れの，模糊とした布地をまとっている司）（注9）
　ここで「波」が人生の象徴であり，「魚」が人間を表わしていることがはっきりしてくる。
こうして波の描写の部分と独白部分との距離が近付いてくる。
　やってきた人影はバーナード達であった。こうして一度岸に打ち上げられた魚も，今再
び生の流れの中に跳び込まねばならない。幻影に満ちた生の奔流の中へ。人生の幸福な連
続の中，日常的な義務の連りの中へ。
（8）　p162，Ibd．
（9｝　p163－p164，Ibd．
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~~jL~:l~/¥ I~= ~I:J;~ r~'f,^.",~~J (summing up) ~~i~)~.f'~~~~~)~a))~~~~~~~~~, 
~(7)~:~~~~~;~ ~ ~(7)~l~~~~2~~. f~T~~f~: ~)f~~l ~ ~~ f)~:a))~~S ~f~l(7)~i)~a))i~~t~ l~ 
/;~¥~> ~~~< ~,~(J~l) ~~~ V~ ~ ~)~~~ ~ ~> ~ . 
"Our friends, how seldom visited, how little known it is true ; and yet, when 
I meet an unknown person, and try to break off, here at this table, what I call 'my 
life', it is not one life that I Iook back upon ; I am not one person ; I am many people; 
I do not altogether know who I am Jinny, Susan, Neville, Rhoda, or Louis ; or 
how to distinguish my life from theirs." 
(r~~~~~~)~~ V~ ~ ~a)I~, A~E < ~)1)t*･･1:~~f*~~ Ui~~)~, }~~/~~~~~~:V~j:~~~~L~~･1) 
~V~ t~: V) ~ tLl~~:~~~;1~h~, ~ tL~~~ ~~~~~~:~~D ~ ~~A ~~~~l:~~~V~ = = ~) ~:(7)~- 7 ~ ~ 
)V~~ r~~(7))I~~t~ ~ v~ ~ ~(7)~ ~ ~~~~~1)C~~H~J; ~ ~~~H~, ~~~~~ ~~~1)C~･~a)i~-
Oa))~~t~~l~f~:V~. ~~i~-)I~a))~fR~~:~j~f~: < ~, ~~~(7))~f~~t~~~)j~. ~~l~~~~~~~~f~:(7)~> 
~/~~ 4 t~:a)~ ~ rlf /t~:~)~ ;~ ~~ 4 )1/~> ~7 ~/ ~ )~4 ;~ /~~~a)~ J~~jIS~ ~)~ ~) 
f~:V~. ~~q))~~~~f~~~~)AiE~> ~~~Ut~'~*~'1~~D~)* t~:V~qJ ) (~~~10) 
~tLl~~~/ T~r~7:rL 4 ~~A~~~, k~- ~- (Peter) (7EE11)(T)~l~~~~~ L~~~~) tL~ ~~ I~ ~J; 4 
~l~)~~))I~~~~i:1:~if'~L~~;~, V ' ~)1/7 ~~~q))~~~~:, ~l~~1~)~~{~~~~~5 ~. 
But she said, sitting on the bus going up Shal'esbury Avenue, she felt herself 
everywhere ; not "here, here, here" ;and she tapped the back of the seat;but every-
where. She waved her hand, going up Shaftesbury Avenue. She was all that. So that 
to know her, or any one, one must seek out the people who completed them; even the 
places. Odd affinities she had with people she had never spoken to, some woman in 
the street, some man behind a counter even trees, or barns. It ended in a tran-
scendental theory which, with her horror of death, allowed her to believe, or say 
that she believed (for all her scepticism), that since our apparitions, the part of us 
which appears, are so momentary compared with the other, the unseen part of us, 
which spread wide, the unseen might survive, be recovered somehow attached to 
this person or that, or even haunting certain places, after death. 
(~~~ , ~ f~~~Cl~ -'/ ~ 7 ~/ /~ l) ~~: ~ ~i3~/~~~~~) < /~;~ ~) Ji~~H~~ ~~~ ;~ U I~~~ ~~~ ~il) t*･-. ~~ 
}~~/yJ~~~;~~~~i~~~)p~'I~l:V~~ ~T~!~.~i.~~(7). r~ ~ ~ ~ ~ ~J~~I~f~: < ~, ~~i~~=~=*-~~f')i~~Cl~ ~ ~, ~ '~ ~ ~ 
(10) pl96, Ibd. 
(11) Peter Walsh. ~f~~~7~~~5~:)I~(7)~}(7)~~~A 
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座席の背を叩いた。そうではなくて，あらゆる所に。彼女はシャフツベリ通りを進みなが
ら手を振った。私はあの全部なのよ。だから私を，いや誰のことだって知るためには，そ
の人の凡てを作り上げた人々を，いや場所でさえも探り出さなければならない。彼女は彼
女が話しかけたこともないような人々への奇妙な親和力を持っていた。路上の女だとか，
カウンターの後の男だとか一樹だの納屋にまで。それが逐には超験的な理論にまで発展
して，死の恐怖のためもあってか，彼女に次のように信じこませる，いや（彼女の懐疑精
神にもかかわらず）信じていると言わせるようになったのである。すなわち，我々の現し
身，我々の外見をなす部分は，他の部分，つまり大きく広がっている我々の目に見えない
部分に比べれば，ほんの束の間のものであるからして，この見えない部分は死後も生き続
け，あれこれの人物にくっっいたり，或る場所に漂っていたりして，何らかの形で蘇るこ
とだろうというのである。）（注12）
　引用の後半の部分は直接的にはバーナードの言葉との関連性をもたないけれども，V・
ウルフ自身の人生観の一っとして注目すべき箇所である。ダロゥェイ夫人と同じ様にバーナ
ードも，自分の人生には他の五人及びパーシヴァルの人生経験の凡てが含まれているのだと
語る。っまりバーナードの人生は，バーナードー個の人間から成る単一のものではなくて，
他の多くの人間をも含めた多面体であるというのである。こうして，かつての多面体の花
のイメージが一個の人生を表わすイメージと重なるのである・
　“＿。There　is　no（hvision　between　me　and　them．As　I　ta蛋ked　I｛elt‘I　am　you．’This
difference　we　make　so　much　of，this　identity　we　so　feverish監y　cherished，was　over・
come．Yes，eversinceoldMrs．Constableliftedherspongeandpouringwarmwater
over　me　covered　me　w藍th　flesh　I　have　been　sensitive，percipient．Here　on　my　brow
i　s　the　blow　I　got　when　Percival　felL　Here　on　the　nape　of　my　neck　is　the　kiss　Jinny
gave　Louis．Myeyesfillwith　Susan’stears．Iseefaraway，quiveringlikeago亜d
thread，the　pillar　Rhoda　saw，and　feel　the　rush　of　the　wind　of　her　fhght　when　she
leapt．”
　（「……私と彼らの間に区分はない。語りながら私は『私は君だ』と感じていた。私達が
あれほど重視する相違も，あれほど熱烈にいっくしんだ，この本性も，圧倒されてしまっ
た。そうだ，コンスタブル老夫人がスポンジをかざして私の上に湯を浴びせながら私を抱
きしめた時以来，私は過敏性の霊通者になったのだ。私の額のここには，パーシヴァルが
墜落した時に受けた打撃のあとがあり，私のうなじのここには，ジニィがルイスに与えた
（12）p168，MRS，DALLOWAY．
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キスのあとがある。私の眼にはスーザンの涙があふれている。私は遙か彼方に，ローダの
見た柱が，金の糸のように震えているのを見る。そして彼女が飛びこんだ時の，飛びなが
ら風を切る音を感じるのだ司）（注13）
　結局人生の最後に到って，固い「魂の殻」つまり自我意識は死滅し，自他の区別は解消
したというのである。これは以前のパーシヴァルの送別会やハンプトン離宮での会食の時
の経験と類似しているが，同一経験とはいえない。これは全くの孤独の内で，自己の奥底
への沈潜によって起った現象であるのに対して，以前の体験は複数の人間が同じ思いによっ
て結ばれ，「同一」化する経験であった。（注14）ともあれ，いずれの場合も自我意識は消
滅し，瞬間的ながら満ち足りた境地に陥る。この悟りの境地とも言うべき超越感をしばし
バーナードは味わうが，やがて再び目の前の男の姿に気付くことによって，自己を取り戻
し，年老いた自分を意識して，人生そのものに嫌悪を感じる。
　やがて男は帰り，残されたバーナードは孤独への頒歌をうたう。しかし閉店の時間が来
て，この孤独への沈潜も長くは続かない。外へ出てロンドンの街の上に広がる空を仰げば，
空の一画に何か燃える様なものがある。暁の気配がある。ここに彼は，永遠の復活，高まっ
ては砕け，砕けては高まる波にも似た無限の繰り返しを感じ，この世界の無限の律動に励
まされてか，老年を意識していた彼の身内にも，新しい波動が生じてくる。
　“And五n　me　too　the　wave　rises．It　swells　l　it　arches　its　back，I　am　aware　once　more
of　a　new（lesire，something　rising　beneath　me　like　the　proud　horse　whose　rider　first
spurs　and　then　pulls　him　back．What　enemy　do　we　now　perceive　advancing　against
us，you　whom　I　ride　now，as　we　stand　pawing　this　stretch　o蚕pavement？It　is　death．
D　eath　is　the　enemy．It　is　death　against　whom　I　ride　with　my　spear　couche（l　and　my
h＆ir　flying　back　hke　a　young　man’s，likd　Percivars，when　he　galloped　in　India。I
strike　spurs　into　my　horse．Against　you　I　will　fling　myse量f，unvanqulshed　and　un－
yielding，O　Death！”
　（「そして私の中にも又波が高まってくる。波はふくらみ，そりかえる。今一度私は騎手
が最初の拍車をかけ，たずなを引きしぼった時の誇らかな馬の様に，私の奥底から沸きお
こってくる何か，新しい欲望を意識する。この敷石の広がりの上に地を掻きながら立って
いる今，私が乗りこなすお前よ，どんな敵が我々に向ってやってくるのを感じるか。それ
（13）　p205，THE　WAVES．
（14）　“Agamst　the　gateway，agamst　some　cedar　tree　I　saw　bl＆ze　bnght，Neville，Jmny，
　Rhoda，Louis，Susan，and　myself，our　hfe，our　identlty。”p197，Ibd．
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は死だ。死こそ敵だ。私が槍をかまえ，若者の様に，インドで疾駆したパーシヴァルの様
に，髪を後になびかせて馬を乗り入れる相手は，死なのだ。私は馬に拍車をかける。汝に
向って突進するのだ，うち負かされることなく，屈服することなしに。おお死よ！」（注15）
　この波の高まりに比せられる死に対する挑戦の言葉を受けるかの様に，次にただ一行「波
は岸に砕けた」（丁加wα”cs扉o舵oη彦舵sho泥．）という無情な言葉が配せられて，この作
品は終る。しかしイタリック体で書かれた部分が，常に人間の存在をおびやかし続ける死
の影，無常なる自然界を象徴しているとしても，一方では，砕けても再び高まる波のよう
に無限に死に対する自己主張を繰り返し続ける人間の姿が力強く目に浮ぶ。何故なら，波
の意味しているものも，決して「単一」ではないのであるから。巨視的に見られた人間の
姿は，いつの間にか，自然界の姿と同一次元に含まれてしまう。又，微視的に眺めた人間
精神と，自然描写を交互に置いたV・ウルフの狙いは何であったろうか。音楽的効果とい
う点もあろう。が，最も強いのは「波」の象徴を，より深く，より多面的で，より広いも
のにしようという意図ではないだろうか。
　又，同じ人間精神の「時」に対する自己主張にしても，バーナードのは，横の，自他の区別
を取り払った広がりを強調することによってなされているのに対して，ルイスのは，自己
の精神が，大昔のナイル河流域に住んでいた時代の記憶から，エリザベス朝時代の記憶等
あらゆる過去の時代の記憶を持っているという縦の流れを強調していることに注意したい。
これはT・S・エリオット（T・S・Ehot）の伝統の観念と類似している。
　個々の人間は時間的な存在であり，必ず避け難い死の瞬間を持つ。それをどう克服する
かは，人間にとって最も重要な問題である。V・ウルフはダロウェイ夫人の言葉を通して
語っているように，魂の不滅を信じていた。しかし魂そのものを描くことは不可能である。
そこでV・ウルフがしたことは，外から見られた人間ではなくて，内から見る人間，内か
ら語りっっある人間を描くことであった。その試みの究極の姿がこの『波』という独白形
式の作品となったわけである。独白の中で常に自己の生存感覚を語り続ける人物の声は，
最後にバーナードの声の中に集合され，個々の区別を失って，一つの，時の力に対抗する
人間精神の声となって終るのである。そういう意味で，この小説は非常に抽象的な作品で
ある。
（15）　p211，　Ibd．
＊　なお』引用文の頁の表示は凡て，THE　HOGARTH　PRESS版によった。
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